
七
日
神
戸
虹
Ｃ
（
サ
ン
パ
ル
ビ

ル
八
階
）
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
と
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
が
開

か
れ
た
。
基
礎
か
ら
競
技
ま
で

を
カ
ラ
ー
や
モ
ノ
ク
ロ
写
真
で

1３３

鶏

曜
ク
ラ
ブ
の
主
催
に
よ
り
十
月

五
日
夜
、
鳳
月
堂
の
四
階
で
開

か
れ
約
五
十
名
が
か
け
つ
け
た

永
田
良
一
郎
さ
ん
は
「
親
子

二
代
の
お
つ
き
合
い
だ
が
、
ま

だ
な
か
な
か
く
た
ば
り
そ
う
も

な
い
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
こ
き

つ
か
い
た
い
」
（
笑
）
。
坂
野
通
夫

さ
ん
か
ら
お
祝
い
の
品
。
小
林

新
二
さ
ん
に
よ
る
乾
杯
。
秋
洋

大
丸
神
戸
店
長
は
「
戦
後
、
大

丸
が
進
駐
軍
に
接
収
さ
れ
て
、

井
上
社
長
が
支
店
長
の
頃
、
通

訳
と
し
て
横
浜
に
接
渉
に
ゆ
き

返
却
し
て
も
ら
え
た
と
い
う
大

丸
神
戸
の
恩
人
で
す
」
と
讃
え

☆
万
年
青
年
塩
路
さ
ん
を

励
ま
す
木
曜
ク
ラ
ブ
の
集
い

大
丸
神
戸
店
の
名
物
男
、
塩

路
義
孝
さ
ん
が
、
健
康
上
の
都

合
で
引
退
を
ほ
の
め
か
さ
れ
た

の
で
、
そ
れ
つ
と
ば
か
り
に
万

年
青
年
を
励
ま
す
集
い
が
、
木

ス
ピ
リ
ッ
ッ
の
メ
ン
バ
ー
と
共

に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
演
奏
。
ゲ

ス
ト
の
森
哲
也
さ
ん
の
ボ
ー
カ

ル
も
あ
り
ご
き
げ
ん
な
シ
ョ
ー

タ
イ
ム
と
な
っ
た
。
小
笠
原
副

知
事
、
正
司
泰
一
郎
県
会
議
員
、

福
冨
震
一
神
戸
ド
レ
メ
理
事
長

県
警
の
鈴
木
警
務
部
長
、
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス
比
屋
根
社
長
、
藤

本
ハ
ル
ミ
、
上
平
田
裕
子
さ
ん

ら
二
○
○
名
が
出
席
し
た
。 鐸: i 識蕊鴬箪雲鍵繊懲

多彩な顔ぶれのディナーショー

…た。

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

･職侭
､ 難蕊蕊

昭弓。

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
Ⅵ
年
に
ラ

ケ
ッ
ト
ポ
ー
ル
を
ア
メ
リ
カ
か

ら
輸
入
。
同
好
の
志
か
ら
ス
タ

ー
ト
ー
。
石
黒
道
兼
さ
ん
は
６

年
前
か
ら
仲
間
入
り
、
第
１
回

日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
り
、

こ
の
ほ
ど
〃
ラ
ケ
ッ
ト
ポ
ー
ル

専
門
書
″
を
出
版
し
、
十
月
十

ム
ッ
ク
調
に
ま
と
め
た
力
作

（
一
八
○
○
円
）
。
世
話
人
の
今

井
鎮
雄
さ
ん
や
、
神
戸
幻
Ｃ
の

西
中
社
長
の
ス
ピ
ー
チ
に
ラ
ケ

ッ
ト
ポ
ー
ル
発
祥
の
地
神
戸
に

ふ
さ
わ
し
い
好
著
と
の
声
が
あ

っ
た
。
夫
人
は
レ
バ
ノ
ン
生
れ

の
マ
リ
ー
ロ
ー
ズ
さ
ん
で
、
写

真
は
妹
の
ポ
リ
ー
ヌ
・
ジ
ャ
リ

ー
ル
さ
ん
が
担
当
し
た
。

★
小
田
イ
タ
ル
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ

ー
は
な
や
か
に
ノ

ハ
モ
ン
ド
と
ピ
ア
ノ
奏
者
の

小
田
イ
タ
ル
さ
ん
が
、
十
月
二

十
四
日
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ

ル
で
、
第
五
回
の
記
念
デ
ィ
ナ

ー
シ
ョ
ー
を
開
い
た
。

司
会
は
西
沢
障
。
中
田
実
郎

さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
の
中
で
食

事
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
〃
青
い

影
″
や
〃
ア
イ
ア
ン
サ
イ
ド
″

万年青年、塩路さんを囲んて

な
ど
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
刑
事
シ
リ
ー

ズ
な
ど
を
安
藤
義
則
と
ソ
ー
ル

i 小泉パーティは
Ｉ結婚を希望する男女にお見合や愛好会’
1 によって健全なご交際のお手伝いをいＩ
lたします。身元の確かなことは良縁の！
i第一条件です｡身元の確かな方々 の会！
'員制の集いです。
|・入会金’0,000円．年会費，０，０００円！
ｉ神戸マリッジヘ（無料）
｜楽しいご婚礼のお買物をご予算に応じてプラン；
|ニングし、神戸の一流の専門店をご紹介いたしま！
｝す。
| く惚賛店＞
｜家具の江戸屋・宝石のタジマ･ふとんのつゆき！
ｉ紳士服のニッケショーﾙ ｰ ﾑ .和装のみよしやｉ
ｌ旅行の日本旅行・他各種の専門店
i小泉パー ﾃ ｨのご案内.入会書類ご希望の方はＩ
|本務局〒65 0中央区江戸町10 0高砂ピﾙ 5 1 0ｉ
1 コミュニティサービス内詞3 9 2 - 0 2 0 O 小泉正巳８

砧# 醗凸一．

蝿
た
。
月
刊
神
戸
っ
子
の
初
代
（
昭

和
９
年
）
編
集
者
で
も
あ
る
。

神
戸
を
愛
す
る
永
遠
の
青
年
塩

路
さ
ん
に
幸
あ
れ
／
、

☆
ラ
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
専
門
害

石
黒
さ
ん
の
出
版
を
祝
う
会閉！上左から２人目が石黒さん

……~ …一一…→…~ ~ ……- - - - ‐- …- - - - . - ~ - …- ：

ゆ小泉パーティご案内 !

? 里一睡

壷熱
血･ 愈舞

欄蒋淫狂輔津軽溜零
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碑

し
に
せ

神
戸
の
毛
皮
業
界
で
も
老
舗
格
の
ベ
ニ
ー
毛
皮
店
八
大
島
福
栄

社
長
ｖ
は
、
今
年
カ
ジ
ュ
ァ
ル
フ
ァ
ー
サ
ロ
ン
を
新
設
し
、
従
来

の
顧
客
に
加
え
て
、
伽
く
若
い
女
性
の
注
目
も
集
め
て
い
る
。
今

年
の
毛
皮
情
報
や
、
着
こ
な
し
方
を
佐
藤
梨
栄
店
長
と
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
大
島
智
恵
さ
ん
ご
姉
妹
に
伺
っ
た
”

ｌ
カ
ジ
ュ
ア
ル
フ
ァ
ー
サ
ロ
ン
の
人
気
は
い
か
が
で
す
か

梨
栄
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
全
体
に
カ
ジ
ュ
ア
ル
化
の
傾
向
が
進
ん

で
い
る
の
で
、
や
は
り
毛
皮
も
同
じ
で
す
ね
。
仕
事
を
持
っ
て
働

く
女
性
に
と
っ
て
は
、
毛
皮
は
も
は
や
賛
沢
品
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
、
毎
日
気
軽
に
着
れ
る
毛
皮
を
と
い
う
こ
と

で
商
品
構
成
し
て
い
ま
す
。
価
格
も
大
変
お
さ
え
て
い
ま
す
。
本

当
の
毛
皮
の
良
さ
は
、
何
よ
り
も
暖
か
く
て
、
実
用
的
な
も
の
だ

と
い
う
こ
と
を
カ
ジ
ュ
ア
ル
フ
ァ
ー
で
知
っ
て
頂
き
た
い
で
す
ね

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
男
性
に
も
ぜ
ひ
着
て
ほ
し
い
の
で
す
。
ス

こ
の
冬
、
カ
ジ
ユ
ア
ル
フ
ァ
ー
で

、
醒
め
国
情
○
三
●
両
国
、
○
罰
目

ベ
ニ
ー
毛
皮
店
カ
ジ
ュ
ア
ル
フ
ァ
ー
サ
ロ
ン
を
た
ず
ね
て

灘駿､ 哩霧

灘 営雰

騒雫

r 今＝一
》

群

零

沌曲

打楽器奏者としてオーケストラでも活躍中の
佐藤梨栄さん

：

藻

，浮

櫛
曇
硬
一
田
出
肘

エ
ー
ド
ム
ー
ト
ン
や
ト
レ
ン
チ
に
ラ
イ
ナ
ー
を
つ
け
た
も
の
な
ど

は
と
て
も
着
や
す
い
で
す
し
、
又
ウ
ル
フ
や
ラ
ク
ー
ン
な
ど
も
男

性
向
き
で
す
。
毛
皮
の
イ
メ
Ｉ
ジ
が
ハ
ー
ド
な
の
で
」

１
１
毎
年
、
お
二
人
と
も
外
国
の
見
本
市
へ
出
向
か
れ
ま
す
ね

智
恵
「
佐
藤
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ミ
ラ
ノ
、
私
は
パ
リ
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
と
わ
け
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
見
本
市
は
、

そ
の
ス
ケ
ー
ル
と
歴
史
か
ら
い
っ
て
も
私
に
と
っ
て
最
大
の
仕
事

に
な
り
ま
す
。
世
界
中
の
新
し
い
モ
ー
ド
、
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア

新
し
い
技
術
革
新
な
ど
が
毎
年
展
開
さ
れ
、
そ
の
中
で
特
に
優
れ

た
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ゆ
き
ま
す
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
毛

皮
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
頂
点
で
あ
り
、
最
高
の
セ
ン
ス
と
満
足
感

が
得
ら
れ
る
商
品
と
い
う
こ
と
を
、
つ
く
づ
く
と
感
じ
ま
す
ね
」

ｌ
や
は
，
毛
皮
は
高
価
な
も
の
と
い
う
意
識
が
強
い
の
で
し
ょ

う
ね
。

霊蕊”蝕謂
…鞠龍官妬時詫稚五

ファッションアドバイザーの大島智恵さんは
語学が猫能です

１
１３４
１
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』

梨
栄
「
ア
メ
リ
カ
で
は
、
毛
皮
を
買
う
こ
と
が
、
冬
を
暖
か
く
過

ご
せ
る
と
い
う
機
能
を
持
ち
、
実
質
的
な
価
値
を
得
ら
れ
る
楽
し

い
投
資
だ
と
い
う
見
解
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
度
着
て
い
た
だ

か
な
い
こ
と
に
は
評
価
で
き
な
い
こ
と
な
ん
で
す
が
。

私
ど
も
と
し
て
は
、
良
い
毛
皮
と
は
、
ま
ず
着
心
地
が
良
く
、

着
た
時
に
シ
ル
エ
ッ
ト
が
き
れ
い
で
、
品
質
的
に
も
永
年
の
耐
久

性
の
あ
る
も
の
ｌ
と
い
う
条
件
で
選
ん
で
い
ま
す
．
こ
の
三
つ

の
条
件
を
備
え
た
も
の
は
、
良
い
投
資
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
と
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
は
、
毛
皮
店
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の

で
す
。
う
ち
で
は
新
し
い
技
術
を
常
に
導
入
し
、
リ
フ
ォ
ー
ム
も

毛
皮
に
よ
っ
て
色
々
な
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
ま
す
。
そ
こ
に
技
術
のショウウインドウが楽しいカジュアルファーサロンで。毛皮をあしらったオリジナルセーターがステキ。

レ
ベ
ル
の
差
が
歴
然
と
で
ま
す
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
、
信
頼
で
き
る

店
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
ね
」

ｌ
毛
皮
の
着
こ
な
し
方
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

智
恵
「
毛
皮
は
高
価
だ
し
、
存
在
感
が
大
き
い
の
で
、
気
負
け
し

て
は
だ
め
で
す
ね
。
自
分
の
内
面
に
は
そ
れ
に
見
合
う
価
値
が
あ

る
と
い
う
自
信
を
持
つ
こ
と
で
す
ね
。

そ
れ
と
姿
勢
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
寒
い
中
を
さ
っ
そ
う
と

歩
く
た
め
に
毛
皮
を
着
る
の
で
す
か
ら
。
毛
皮
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
感

が
あ
る
の
で
、
動
き
が
鈍
る
と
毛
皮
に
着
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

き
び
き
び
と
し
た
動
作
が
美
し
い
で
し
ょ
う
ね
」

１
ペ
ニ
ー
と
い
う
店
名
は
ど
ん
な
由
来
が
あ
る
の
で
す
か

梨
栄
「
先
代
の
井
口
良
子
が
始
め
た
時
に
、
伊
東
洋
裁
の
創
始
者

伊
東
茂
平
先
生
が
女
性
経
営
者
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
〃
紅
″
を

フ
ラ
ン
ス
語
の
ス
。
ヘ
ル
で
Ｂ
ｅ
ｎ
ｎ
ｉ
ｅ
と
名
付
け
て
く
だ
さ
っ

た
ん
で
す
よ
。
当
時
と
し
て
は
と
て
も
栖
落
た
発
想
で
す
ね
」

ｌ
女
性
フ
ァ
ミ
リ
‐
の
お
商
売
は
毛
皮
に
ぴ
っ
た
り
で
す
ね

智
恵
「
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
仕
入
れ
の
時
も
、
そ
の
毛
皮
と
出

合
っ
て
感
動
し
た
も
の
し
か
注
文
し
ま
せ
ん
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は

感
性
で
す
し
、
女
性
な
ら
で
は
の
特
権
が
い
か
さ
れ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
大
量
に
仕
入
れ
て
、
ワ
シ
と
売
る
の
は
男
性
的
で
す

ね
。
私
達
に
し
て
も
ベ
ニ
ー
毛
皮
店
と
い
う
名
が
全
国
的
に
知
ら

れ
て
、
お
客
様
が
来
て
く
だ
さ
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
が
、
店

舗
を
大
き
く
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
売
り
手
に
も
満
足

感
が
あ
り
、
買
っ
て
頂
い
て
毛
皮
を
持
つ
喜
び
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
け
る
も
の
を
提
供
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
。

ｌ
最
後
に
ど
ん
な
女
性
が
お
好
き
で
す
か
？

智
恵
「
未
来
に
向
か
っ
て
希
望
や
夢
を
い
つ
も
抱
い
て
い
る
女
性

が
好
き
で
す
ね
。
そ
れ
と
お
し
ゃ
れ
心
の
あ
る
人
。
何
で
も
ど
う

で
も
い
い
や
と
い
う
人
は
お
友
達
に
な
り
た
く
な
い
／
で
す
ね
。

そ
う
そ
う
、
食
べ
る
こ
と
に
興
味
を
持
た
な
い
人
も
イ
ヤ
（
笑
）

好
奇
心
を
も
っ
て
何
で
も
た
く
さ
ん
食
べ
る
人
が
い
い
わ
／
、
」

口
来
春
三
月
一
日
か
ら
八
日
間
、
大
島
智
恵
と
巡
る
パ
リ
・
ニ
ー

ス
の
旅
を
企
画
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
お
問
合
せ
は
当
店
ま
で
。

ロ
ペ
ニ
ー
毛
皮
店
／
神
夏
巾
中
央
区
御
幸
通
八
丁
目
一
－
六
神
一
戸
国
際
今
罷
一
階

御
○
七
八
’
二
二
一
－
三
三
二
七

１
１３５
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



宝石のある小さな並木路

ＷＦｉ§g j蝶
ＰＥＡＲＬ,ＪＥＷＥＬＳ１９０７ＳＷＩＳＳ

☆
’８２

Ｘ, ｍａｓ
Ｐｒｅｓｅｎｔｓ

Ｓｈｏｐｐｉｎｇ
－『

神戸・元町大丸前( 3 3 1 1 2 4 0 2 . （3 9 1 〕８７００

女☆☆☆☆
☆

☆ ☆畔神戸から☆
チャーミング､ な贈り物…

☆応募方法／郵便ハガキにあなたの住所、氏名、
電; 活番号と希望する商品名一点' を明記の上､ 6 5 O
神戸市中央区束町１１３－１大神ピル７Ｆｒ月刊神戸っ
子」クリスマスプレゼントの各係へ１２月２０日の
消印まで有効です当選者には神戸っ子から当選
ハガキを発送しますハカ，キを持ってお店までプ
レゼントを受け取りにお出かけ下さい。お店の人
とのコミュニケーション＊､ 牛圭れます』

☆
☆

☆神戸っ子愛読者特別企画

た
三
一

め
一
Ｊ

》
一蹴

鯵

１
１３６
１

☆
ワ
コ
ー
ル
、
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
デ
イ
オ
ー
ル
な
ど
一

流
メ
ー
カ
ー
の
ア
ン
ダ
ー

ウ
エ
ア
専
門
店
、
タ
ビ
福

か
ら
は
冬
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
に
欠
か
せ
な
い
カ
ラ
ー

タ
イ
ツ
を
加
名
様
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
希
望
者
は
「
タ

ビ
福
一
係
ま
で
。

☆
青
リ
ン
ゴ
を
蜂
密
で
ボ

イ
ル
し
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

で
く
る
ん
だ
、
神
戸
生
ま

れ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
、
ボ
Ｉ
ム
・
ダ
ム

ー
ル
の
詰
め
合
せ
を
５
名

様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
ご
希

望
の
方
は
三
番
館
一
係

ま
で

三宮センター街・さんブ・リッジ南胎〈3 2 1 ) ０１６１

蕊
口世界のチョコレート

雷一番：宮
元町１番街元町ファーストビル3 Ｆ

【､391）３１３８

☆
唖
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
、

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ー

ル
実
施
中
、
（
釦
％
〜
印

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
夢
の
あ
る
宝

飾
品
を
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
宝
石
箱
を
釦

名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
ご

希
望
の
方
は
Ｗ
・
Ｆ
・
シ

ュ
ー
ル
ヅ
宝
石
店
一
係
へ

責ビ鵜

鴬

☆
神
戸
港
開
港
当
時
来
航

し
た
外
国
船
の
黒
人
船
員

を
モ
デ
ル
に
し
た
幻
の
神

戸
人
形
の
中
か
ら
、
「
西
瓜

喰
」
と
「
三
味
線
弾
き
一

を
各
１
名
様
に
。

ご
希
望
の
方
は
、
「
神
戸
セ

ン
タ
ー
」
係
ま
で
応
募
し

て
下
さ
い

三宮･ センターフ･ ラザ西館2 F < 3 3 2 . ' 3 5 0 0
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顕ﾔ錘ILミ

蕊
認
４
夕

哲
宅
蹄
Ｗ

鹿
■
同
噛 新 井満

く文〉

￥５，ＯＯＯ（送料¥300〉
協力／月刊神戸っ子編集人／小泉美喜子
発行人／小泉康夫
発行所／コミュニィティサービス株式会社
神戸市中央区東町1 1 3 の１大神ビル7 Ｆ
ａ(0 7 8 ) 3 3 1 - 2 2 4 6月刊神戸っ子内

●愛蔵本
26.3cm(ヨコ)×25"7cm(タテ)型
く6 0 頁ダブルトーン・コラージュ2 5 枚入〉

石阪春生
くコラージュ〉

二人の避遁が火花を散らす

ＫＯＢＥの摩詞不思議な幻想空間

くｱﾙﾌ ｧぺｯﾄアベニュー〉
2 6 色の道標。
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③ｅ鴬熟議…; 入
焼鳥釜めし繍禰溌瀞; 瀧謹樵含淑：
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お待ちかね
1 0 月のマンス
リーサロンは
すっかりおな
じみになった
アトリエナク
トの立亀長三
さんによる一
般公開講座。
これからのフ
ァッション傾

コウベフアツシヨンソサエティ

1K.函.Ｓ・news7（

タイプに大きく分かれていくようだ。
一般的にはパンツルックはすたれスカ
ートが復活する傾向だが、「男っぽい」
女性、パンツに自信のある女性はます
ます穿くようになるだろう。そういう
女性にはマタドールハットなどがアピ
ールするだろう。そしてパンツはドウ
スポーッタイプ。
スーツも復活して、若い娘ほど着る

だろう。アイビー風の上着で、襟元が
大きく開くボタンが下に付いているも
のが狙い目。流行のタンタンパンツ
は、寒くなると高価なロングブーッが
必要になるので下火になり、代わりに
ミニブーツですむ８分丈のものが売れ
る。ブラウスはタフタ。セーターはド
ルマン袖のものが多い。またアクセサ
リーとして、マフラーやスカーフは今
冬の流行になる。もうけたい人はマフ
ラーに注目すべし。
その他、色々役に立つ情報がいっぱ
いだったが、デザイナーは、オカマバ
ーやレスビァンバーに出入りして、連
中の朔んでる感覚を吸収しなくちゃダ
メというアドバイスも……．

会費／6 0 0 0 円

●１月のマンスリーサロン
ＫＦＳ新年会・理事会
日時／１月1 4 日（金）午後７時
所／赤垣別館
会費／7 . 0 0 0円（うち2 . 0 0 0円は会持ち）
１月のマンスリーサロンは、新年会、理事会を
兼ねて行われます。今後のＫＦｓについて、活
発な意見が交換できることと思います。

☆神戸ファッション市民大学ＯＢによるグループ

＜神戸のファッション都市化をめざす＞ 78脅鮮蹴驚剛，弱と蕊“

さあ、お待ちかねのＸ' ｍａｓパーティーです。
例によって、ゲームや福ぴきやファッションシ
ョーと盛りだくさん。今回は特別に先着5 0 名の
なかから抽選でお楽しみ賞品が当たりますよ／
多数ご参加下さい。

流行はＮＡＳＡから
騨
鍵
》
簿
》
鱈
》

雌
蕊
手
認
↓
凱
娠
酢
州
坤
粍
か
牲
謎
説
施
極
坤
か
越
札
竜
症

》
》
》
》
蹄
》
吋
婚
》
岬
》
》
細
郡
》
》
》
“
》
唾
郡
》
》
》
》
》
》

唾
獅
》
吟
癖
》
癖
》
斗
鍵
識
侭
》
》
諦
礎
封
唾
》
岨
嘩
蛇
礎
癖
韮
弛
碓
時

●ＫＦＳＸ，ｍａｓパーティー
時／1 2 月2 0 日（月）午後６時
所／風月堂ホール

●１０月の一般公開講座

立亀長三くγﾄ ﾘ ｴ ﾅ ｸ ﾄ > を迎えて

素敵な謂演に陰の苦労がアッション傾
向をズバリ指摘。これを聞いた人は、
大もうけ間違いなし( ? ! ) 。
さて、これからのファッションは、

アメリカ航空宇宙局（ＮＡＳＡ）を除い
ては考えられない。立亀さんは御自身
で取材された貴重なＮＡＳＡのスライ
ドを紹介しながら、数多くのニューフ
ァッションのヒントを指摘された。
そして、いよいよ、立亀さんが直接

取材に行かれた、パリ、ロンドン、ミ
ラノ、デュッセルドルフ、ニューヨー
クのホットな情報をスライドで。
女性はこれから「女らしさ」を追求

するタイプと「男っぽさ」を追求する
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イ
ッ
ク
な
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
を

来
春
レ
コ
ー
ド
デ
ビ
ュ
ー
が
決

定
し
た
期
待
の
新
星
・
関
学
在

学
中
の
大
江
千
里
が
ゲ
ス
ト
。

大
江
は
マ
リ
ン
リ
ー
グ
で
も
人

気
即
１
の
実
力
派
。

と
き
／
皿
月
鯉
円
（
金
）
Ｐ
Ｍ
５
１
７

と
こ
ろ
／
北
野
町
．
白
い
異
人
館

会
費
／
お
ひ
と
り
２
０
０
０
円

人
数
／
カ
ッ
プ
ル
で
溺
組
、
釦
名

申
し
込
み
／
神
戸
市
経
済
局
貿
易
課

山
脇
麓
３
３
１
１
８
１
８
１
（
３
８
３
０
）

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

☆
近
藤
京
子
フ
ァ
ー
ス
ト

ボ
ー
カ
ル
・
リ
サ
イ
タ
ル

７
日
（
火
）
７
時
兵
庫
県
民
小
劇
場

１
５
０
０
円
前
売
・
１
２
０
０
円

切
年
か
ら
Ⅷ
年
ロ
ジ
ェ
ワ
グ

ナ
ー
合
唱
団
と
共
に
全
米
ツ
ア

ー
に
参
加
、
和
年
の
同
合
唱
間

来
Ⅱ
公
演
に
ソ
リ
ス
ト
と
し
て

衝
一
》
具

☆
ポ
ー
ト
ピ
ア
・
グ
ラ
ン
ド

ク
リ
ス
マ
ス

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

わ
が
国
唯
一
の
ラ
テ
ン
フ
ル

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
有
馬
徹
と
ノ

ー
チ
ェ
・
ク
バ
ー
ナ
」
と
「
三
品

く
に
お
＆
ハ
ー
パ
ー
ラ
ィ
ッ
」

に
よ
る
ダ
ン
ス
の
醍
醐
味
を
。

立
食
パ
ー
テ
ィ
形
式

阿
川
泰
子
イ
ン
ポ
ー
ト
ピ
ア

ジム・ドイル

切
年
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
阿
川

泰
子
の
華
腿
な
ジ
ャ
ズ
ポ
ー
ヵ

ル
で
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
宵
に
お

届
け
す
る
素
晴
ら
し
い
ジ
ャ
ズ

ワ
ー
ル
ド
。

☆
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

ク
リ
ス
マ
ス
・
ス
ペ
シ
ャ
ル

デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー

由
美
か
お
る
と
フ
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ズ

蛤
日
（
土
）
①
デ
ィ
ナ
ー
４
時
半
シ
ョ

ー
６
時
②
デ
ィ
ナ
ー
７
時
半
シ
ョ
ー

９
時
２
Ｆ
大
宴
会
場
２
万
円
税
サ
込

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

料
理
と
お
酒
と
音
楽
と

迦
日
（
火
）
１
妬
日
（
金
）
６
時
セ
ラ

ー
パ
ー
ラ
・
ラ
ン
ド
ー
人
１
万
円

ｑｐｌＩＩ■

近藤京子

泰子阿

☆
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル

璽
日
（
火
）
Ｉ
溺
日
（
土
）
①
６
時
②
７

時
③
８
時
の
各
鋤
分
生
演
奏
一
言
Ｉ
ポ

ー
ト
ホ
テ
ル
お
Ｆ
「
羽
門
」
の
ク
リ
ス
マ

ス
デ
ィ
ナ
ー
１
万
５
千
円
（
税
サ
込
）

詔
日
の
み
１
万
２
千
円

迦
日
（
火
）
／
テ
レ
マ
ン
室
内
管
弦
楽
団

首
席
奏
者
に
よ
る
弦
楽
四
憩
奏

塑
澗
（
水
）
／
メ
ル
ク
ル
デ
ィ
・
フ
ル
ー

ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

銅
日
（
木
）
／
井
岡
み
ほ
チ
ェ
ン
バ
ロ
の

夕
べ型日

（
金
）
／
テ
レ
マ
ン
崇
内
管
弦
楽
団

に
よ
る
木
管
五
亜
奏

露
日
（
土
）
／
ダ
ン
ス
リ
ー
・
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
合
奏
団

☆
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
ノ
．

Ｄ
Ｊ
ジ
ム
・
ド
イ
ル
と
共
に

狸
月
皿
日
（
土
）
２
時
１
５
時
甲
南
学
園

平
生
記
念
館
老
若
男
女
国
籍
不
問
／
一

般
１
５
０
０
円
角
１
テ
ィ
代
込
み
）

:i篭i霧

Ｆ
Ｍ
大
阪
毎
朝
９
時
の
番
組

「
ア
メ
リ
カ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
、
ノ
っ
て

る
Ｄ
Ｊ
ジ
ム
・
ド
ィ
ル
氏
が
御

影
の
パ
ー
テ
ィ
に
来
演
、
楽
し

い
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
が
廻

月
ｎ
日
（
土
）
、
平
生
記
念
館
で

開
催
予
定
。
ふ
だ
ん
、
ラ
ジ
オ

か
ら
声
し
か
聞
か
せ
て
く
れ
な

い
ジ
ム
・
ド
イ
ル
の
ナ
マ
の
ス

ピ
ー
チ
、
ア
ド
リ
ブ
、
侭
間
コ

ー
ナ
ー
な
ど
、
英
語
の
で
き
な

い
方
も
心
配
御
無
用
、
ア
シ
ス

タ
ン
ト
の
お
手
伝
い
付
き
で
、

か
え
っ
て
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
に

１
１４０
１

ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
か
も
…
ｃ

口
問
い
合
せ
甲
南
学
園
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
〒
郷
東
灘
区
住
吉
町
新
堂
詔
の

１
宮
８
５
４
１
１
６
０
５
定
員
師
名

★
神
戸
っ
子
愛
読
者
サ
ー
ビ
ス
／
先
着
２

名
様
ま
で
ハ
ガ
キ
に
住
所
氏
名
年
令

逝
話
番
号
を
明
記
の
上
、
神
戸
っ
子
絹
典

塞
「
ジ
ム
・
ド
イ
と
係
ま
で

★
北
野
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス

乱
爵
大
江
千
里

異
人
館
で
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
催

い
食
事
と
ワ
イ
ン
で
ロ
マ
ン
テ

津1 Ｗ■ H A

霞

大江千里

て
各
地
の
民
謡
音
楽
を
歌
い
た

い
」
と
ス
ペ
イ
ン
民
謡
や
黒
人

霊
歌
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
る
。

★
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
愛
読
者
５
名
様
を

ご
招
待
い
た
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
塩
、

年
令
、
職
業
を
明
記
の
う
え
、
神
戸
っ
子

細
築
室
「
近
藤
京
子
」
係
ま
で

☆
鍋
島
直
覗
初
リ
サ
イ
タ
ル

調
日
（
木
）
５
時
半
神
戸
文
化
川
永
－

ル
３
０
０
０
円

ヴ
ァ
イ
ブ
と
ピ
ア
ノ
の
砧
”
手

鍋
島
直
寵
さ
ん
が
、
初
い
て
の

リ
サ
イ
タ
ル
を
開
く
。
キ
ャ
リ

ア
豊
富
な
鍋
島
さ
ん
に
ふ
さ
わ

し
く
、
多
彩
な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
が
競
演
す
る
。

競
波
／
滝
え
り
子
、
森
哲
也
、
大
塚
善
意

安
藤
装
則
、
川
瀬
雌
、
上
平
川
裕
子
、
片

岡
学
、
徳
大
寺
公
忠
ほ
か
。

活
躍
し
た
近
藤
京
子
の
初
の
リ

サ
イ
タ
ル
。
「
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
学
ん
だ
体
験
を
通
し

☆
サ
ン
テ
レ
ビ
番
組
「
ザ
・
ス

ポ
ー
ツ
笑
」
か
ら
オ
リ
ジ
ナ

ル
唖
シ
ャ
ツ
プ
レ
ゼ
ン
ト

ア
メ
リ
カ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
の
レ
ギ
ュ

ラ
ー
番
組
「
Ｎ
Ｂ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ

鱈
周
圃
エ
放
送

…
：
雪
言
胃
言
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ト
ー
ク
も
大
好
評
で
熱
い
視
聴

者
の
期
待
に
応
え
オ
リ
ジ
ナ
ル

Ｔ
シ
ャ
ツ
（
綿
Ⅷ
％
、
門
地
に

オ
レ
ン
ジ
と
黄
色
で
タ
イ
ト
ル

が
フ
ロ
ン
ト
と
バ
ッ
ク
の
両
面

に
染
め
て
あ
る
）
を
毎
週
訓
塙

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

ご
希
望
の
方
は
番
組
に
対
す
る
意
見
、
希

望
と
住
所
・
氏
名
・
年
令
・
職
難
・
サ
イ

ズ
を
明
記
し
て
〒
知
神
戸
市
中
央
区
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
サ
ン
Ｔ
Ｖ
「
ザ
・
ス
ポ
ー

ツ
笑
」
Ｔ
シ
ャ
ツ
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で

☆
こ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
愛
謎
者
５
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
令
を
明
記
の
上
、
神
戸
っ

子
編
集
宝
「
ザ
・
ス
ポ
ー
ツ
笑
」
係
ま
で
。

Ｔシャツもらっちゃおう

1４
１

｢ 花も嵐も責次郎」

ワ
ー
ル
ド
」
の
Ⅱ
本
語
版
、
サ

ン
Ｔ
Ｖ
が
現
代
人
に
お
く
る
燥

笑
ス
ポ
ー
ツ
番
組
「
ザ
・
ス
ポ
ー

ツ
笑
」
（
毎
週
金
雁
よ
る
９
時
）
。

の
り
に
の
っ
た
片
岡
鶴
太
郎
＆

小
川
み
ど
り
の
Ｄ
Ｊ
コ
ン
ビ
の

☆
小
久
見
豊
子
（
フ
ル
ー
ト
）
・
西
垣

英
子
（
ハ
ー
プ
）
リ
サ
イ
タ
ル

６
ｕ
（
月
）
７
時
県
民
小
劇
場

２
０
０
０
円

☆
近
藤
京
子
ボ
ー
カ
ル
・
リ
サ
イ
タ
ル

７
旧
（
火
）
７
時
弘
民
小
劇
場

１
５
０
０
円
前
売
・
１
２
０
０
円

☆
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
第
九
交
響
曲
の
夕
べ

８
間
（
水
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
一
般
・
３
８
０
０
円
会
員
。
３

０
０
０
円

★
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
ト

リ
オ
（
ト
ー
マ
ス
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ス
、

荒
遜
一
、
オ
ッ
ト
マ
ー
ル
・
ポ
ル
ヴ
ィ

ッ
キ
ー
）

皿
制
（
土
）
７
時
ベ
ガ
ホ
ー
ル

一
般
・
３
０
０
０
円
学
化
・
２
５
０

０
円
会
員
・
２
０
０
０
円

★
二
一
一
・
口
シ
ソ
コ
ン
サ
ー
ト
粒

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
人
生
に
乾
杯
〃
．

皿
Ⅱ
（
土
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

３
０
０
０
り

☆
劇
団
四
季
に
よ
る
】
」
ど
も
の
た
め
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
プ
レ
イ
「
雪
ん
子
」

皿
Ⅲ
（
土
）
２
時
５
時
神
戸
文
化

人
ホ
ー
ル
こ
ど
も
７
０
０
円
お
と

な
１
０
０
０
円

国
音

楽

認＃
…
蕊
ｉ
驚
・

で
山
門
洋
次
監
督
の
手
腕
も
ま

す
ま
す
冴
え
て
完
成
も
間
近
。

旭
月
配
日
（
火
）
よ
り
国
際
Ⅱ

活
に
て
公
開
。
併
映
は
「
つ
っ

ぱ
り
清
水
港
」
前
田
陽
一
監
督

☆
と
の
映
面
に
愛
読
者
叩
名
様
を
ご
招
待

ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
で
神
戸
っ
子
細
染

室
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
係
ま
で
。

☆
桃
井
か
お
り

哩
日
（
日
）
４
時
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
３
８
０
０
円
Ａ
・
３
０
０
０
円

Ｂ
・
２
５
０
０
円

☆
第
九
交
響
曲
の
夕
べ
（
第
栂
回
）

哩
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ａ
・
３
０
０
０
円
Ｂ
・
２
５
０
０
円

☆
尋
目
ご
目
ヨ
ヨ
ご
園
冨
泌
蜘
園

肥
日
（
土
）
４
時
噛
日
（
日
）
２
時

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
Ａ
・
３
８
０
０

円
、
４
０
０
０
円
Ｂ
・
３
０
０
０
円

Ｃ
・
２
５
０
０
円

★
も
ん
た
＆
プ
ラ
ザ
ー
ズ

即
刷
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
２
８
０
０
円
Ｂ
・
２
３
０
０
円

☆
粒
神
戸
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト

瓢
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
一
般
・
２
０
０
０
円
高
校
生
以

ド
．
１
７
０
０
門

★
ジ
ャ
ス
ト
・
フ
レ
ン
ド
鍋
島
直
洞
ジ

ャ
ズ
・
コ
ン
サ
ー
ト

麹
圃
（
木
）
５
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
３
０
０
０
円

☆
第
九
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
夕
べ

器
間
（
土
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ａ
・
３
０
０
０
円
Ｂ
・
２
５
０
０
円

☆
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

溺
日
（
土
）
妬
日
（
、
）
６
時
半

神
戸
国
際
会
館
Ｓ
・
２
８
０
０
円

Ａ
・
２
５
０
０
円
Ｂ
・
２
２
０
０
円

# ぜ; 蕊涜職灘盗
蔦美蝋一騰映蝿W 轄藷轄普演
術Ｉﾜ ﾙ ９藍睦画＆円蝋裂夫裂甥劇

☆
松
竹
映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ

花
も
嵐
も
寅
次
郎
」

お
待
ち
か
ね
「
男
は
つ
ら
い

よ
」
シ
リ
ー
ズ
第
鋤
作
め
「
花

も
嵐
も
寅
次
郎
」
が
お
正
月
映

伽
ど
し
て
封
切
ら
れ
る
。

話
題
の
マ
ド
ン
ナ
に
田
中
裕

ｆ
、
ゲ
ス
ト
に
沢
田
研
二
を
迎

え
、
お
な
じ
み
の
ス
タ
ッ
フ
、

出
演
者
も
釦
作
め
と
あ
っ
て
大

張
り
切
り
。
大
分
ロ
ケ
も
順
調

環
映

画

谷木☆平心☆中★現島★近高☆伺同迎☆新迎松松爽☆荒村了
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●
ふ
ら
っ
し
ゅ
●
ば
つ
く
●

い
ま
東
京
は
「
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
股
」
で
ブ
ー
ム
を
ま
き
お
こ
し

て
い
る
。

こ
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
が
映
画
化
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
コ
ル
ダ
（
一
八
九
三
’
一
九
五
六
）

が
一
九
三
二
年
に
ロ
ン
ド
ン
・
フ
ィ
ル
ム
を
設
立
し
て
「
ヘ
ン
リ

ー
八
世
の
私
生
活
」
（
一
九
三
三
）
「
ド
ン
・
フ
ァ
ン
」
（
一
九
三

四
）
こ
れ
に
つ
づ
い
て
「
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
」
を
一
九
三
六
年
に
製

作
し
た
。

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
コ
ル
ダ
自
身
の
監
督
で
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト

に
は
チ
ャ
ー
ル
ス
・
ロ
ー
ト
ン
が
扮
し
た
。

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
妻
の
サ
ス
キ
ァ
に
は
ロ
ー
ト
ン
夫
人
の
エ
ル

ザ
・
ラ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
が
扮
し
、
サ
ス
キ
ァ
死
後
、
レ
ン
ブ
ラ
ン

ト
家
の
家
政
婦
で
、
の
ち
に
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
愛
人
と
な
る
ヘ
ン

ド
リ
ッ
キ
エ
に
は
名
女
優
の
ガ
ー
ト
ル
ー
ド
・
ラ
ウ
レ
ン
ス
が
扮

し
た
。日

本
で
は
「
描
か
れ
た
人
生
」
と
い
う
邦
題
で
封
切
ら
れ
た

が
、
あ
ま
り
評
判
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
そ
の
こ
ろ

の
日
本
で
は
、
ま
だ
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
・
レ
イ
ン
は
そ
う

知
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

こ
の
映
画
は
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ア
ー
チ
ス
ッ
社
か
ら
発
売
さ
れ

た
の
で
日
本
で
も
１
ナ
イ
ト
の
日
本
支
社
が
こ
れ
を
手
が
け
、
私

は
そ
の
こ
ろ
昭
和
十
一
年
こ
ろ
こ
の
会
社
の
大
阪
支
社
の
宣
伝
部

に
い
た
の
で
、
神
戸
で
小
磯
良
平
先
生
な
ど
を
招
い
て
座
談
会
を

し
た
。

ソフト帽をかぶった自画像
1 6 3 4 年頃、レンブラント作

レ
ン
毒
プ
ラ
ン
ト

、
ブ
ー
ム

淀
川
長
治
〈
映
画
評
論
家
〉

ロ
ン
ド
ン
・
フ
ィ
ル
ム
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
会
社
は
「
ヘ
ン
リ

ー
八
世
の
私
生
活
」
で
大
食
、
好
色
、
暴
君
の
ヘ
ン
リ
ー
八
世
を
描

き
こ
れ
を
チ
ャ
ー
ル
ス
・
ロ
ー
ト
ン
が
演
じ
ア
メ
リ
カ
の
ア
カ
デ

ミ
ー
主
演
男
優
賞
を
取
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
王
室
の
私
生
活
映

画
は
と
て
も
そ
の
こ
ろ
日
本
で
は
、
上
映
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

つ
づ
く
「
ド
ン
・
フ
ァ
ン
」
は
す
べ
て
の
女
性
の
あ
こ
が
れ
の
ド

ン
・
フ
ァ
ン
が
、
も
し
も
自
分
が
死
ね
ば
そ
の
葬
列
に
ど
れ
ほ
ど

の
婦
女
が
参
加
す
る
で
あ
ろ
う
と
急
死
発
表
。
嘘
の
葬
儀
を
減
じ

本
人
が
そ
れ
を
か
く
れ
て
見
物
す
る
。
泣
き
ぬ
れ
る
婦
人
た
ち
の

行
列
。
す
ご
く
満
足
の
ド
ン
・
フ
ァ
ン
。
こ
の
あ
と
実
は
ド
ン
・

フ
ァ
ン
は
生
き
て
い
る
の
じ
や
と
葬
儀
一
カ
月
の
あ
と
姿
を
現
わ

●
●
●

し
た
が
、
誰
ひ
と
り
彼
を
ド
ン
・
フ
ァ
ン
と
は
信
じ
な
く
も
く
さ

●つ
さ
れ
た
。
ダ
グ
ラ
ス
・
フ
ェ
ア
や
ハ
ン
ク
ス
が
こ
の
ド
ン
・
フ
ァ

ン
を
演
じ
た
。
以
上
二
作
と
も
コ
ル
ダ
が
監
督
し
た
。

レ
ン
プ
ラ
ン
卜

さ
て
「
描
か
れ
た
人
生
」
は
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
・
ヘ
ル
ナ
ー
ル
の
黒

白
の
撮
影
の
見
事
さ
と
美
術
デ
ザ
イ
ン
の
美
し
さ
を
も
っ
て
見
事

名
作
と
な
っ
た
。

名
門
の
娘
サ
ス
キ
ア
と
結
婚
当
時
の
豪
華
生
活
。
画
家
と
し
て

の
名
声
も
い
よ
い
よ
高
ま
っ
た
こ
ろ
。
や
が
て
サ
ス
キ
ア
の
死
。

し
か
も
二
人
の
あ
い
だ
に
生
れ
た
娘
も
死
ぬ
。
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の

絵
に
影
が
さ
し
て
く
る
。
そ
し
て
彼
の
描
い
た
大
作
「
夜
警
」
が

し
や
じ
つ

写
実
す
ぎ
人
気
を
失
う
。

映
画
が
す
ご
く
な
っ
て
く
る
の
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
だ
。
家
政
婦

ヘ
ン
ド
リ
ッ
キ
エ
が
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
を
夜
ご
と
誘
い
関
係
を
結
び

’
1４４
１
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齢
号

145
１

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
人
気
を
と
り
戻
し
正
妻
の
座
に
つ
こ
う
と
す

る
。
こ
の
女
の
こ
わ
さ
を
ガ
ー
ト
ル
ー
ド
・
ラ
ウ
レ
ン
ス
が
ぞ
っ

し
つ
い

と
す
る
糸
演
で
見
せ
た
。
す
べ
て
に
失
意
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
が
町

の
辻
の
も
の
乞
い
の
老
人
を
我
が
家
に
と
も
な
い
そ
の
老
人
に
豪

ぜ
つ

華
な
僧
衣
を
ま
と
わ
せ
聖
書
の
一
節
を
歌
う
が
ご
と
く
と
な
え
な

が
ら
絵
筆
を
と
る
。
す
る
と
そ
の
老
人
が
涙
を
流
し
カ
ー
テ
ン
で

す
が
に

涙
を
ぬ
ぐ
う
。
こ
れ
を
そ
の
姿
の
ま
ま
描
く
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
。

絵
は
売
れ
な
く
、
ま
す
ま
す
貧
し
く
、
ヘ
ン
ド
リ
ッ
キ
エ
も
死

亡
し
、
老
い
く
ち
た
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
（
ま
だ
六
十
歳
す
ぎ
な
の

に
老
爺
の
姿
に
な
り
果
て
て
）
、
食
う
も
の
に
も
こ
と
欠
き
、
貧

し
い
汚
い
一
軒
家
か
ら
、
橋
の
下
に
と
ぼ
と
ぼ
と
歩
い
て
い
っ
て

怖
の
上
を
通
る
馬
車
に
向
っ
て
（
め
ぐ
み
の
金
を
、
め
ぐ
み
の
金

を
投
げ
て
く
だ
さ
れ
）
と
両
手
を
さ
し
あ
げ
る
の
だ
っ
た
。
そ
し

て
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
絵
筆
三
本
と
一
枚
の
画
布
を
の
こ
し
枯
葉
の

よ
う
に
一
人
死
ん
で
い
っ
た
。
六
十
三
歳
の
死
。

こ
の
映
画
を
見
た
あ
と
私
は
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
絵
の
絵
ハ
ガ
キ

を
買
い
あ
さ
っ
た
。
そ
し
て
昨
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
美
術
館
で
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
自
画
郡
像
を
見
て
私
の
足
は
釘
季
つ

け
と
な
っ
た
。
そ
の
絵
の
前
か
ら
動
け
な
く
な
っ
た
。

昭
和
十
年
ご
ろ
、
森
本
倉
庫
の
持
主
の
森
本
氏
が
須
磨
に
住
ま

わ
れ
て
い
た
こ
ろ
、
森
本
氏
が
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
問

題
の
名
画
「
梅
峰
菖
の
実
物
を
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
の
美
術

館
だ
っ
た
か
で
ご
ら
ん
に
な
り
夜
警
の
男
の
手
に
し

た
長
い
槍
が
、
ま
る
で
画
布
か
ら
つ
き
出
て
い
る
か

の
よ
う
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
も
思
い
出

す
。

年
今
日
、
東
京
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
・
ブ
ー
ム
。
し
か

し
ン
プ
ラ
ン
卜

剛
し
そ
の
誰
も
が
映
画
に
な
っ
た
「
描
か
れ
た
人
生
」

像
を
思
い
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
私
に
は
い
さ
さ
か

鴫
気
に
も
な
り
、
さ
び
し
く
も
あ
る
。

塞
舎
コ
ッ
ホ
や
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
や
「
モ
ン
。
ハ
ル
ナ
ス
の

灯
」
の
モ
ジ
リ
ア
ニ
の
伝
記
映
画
以
前
に
、
レ
ン
ー
フ

．
》
ラ
ン
ト
が
映
画
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
今
月
は
ふ
と

紹
介
し
た
く
な
っ
た
。

P罰諦唾侭孟一両宙蝿溺

＃
譲 秤

総
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◆
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作
家
阿
川
弘
之
さ
ん
の
作
品
と
自
分
の
書
い
た
作
品

が
、
正
月
に
テ
レ
ビ
映
画
化
さ
れ
る
ら
し
い
、
と
聞
か
さ

れ
て
、
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
た
ら
、

「
高
橋
孟
は
チ
ョ
ッ
と
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
、

周
囲
の
友
人
が
言
い
出
し
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
あ
る
。

著
者
で
あ
る
私
が
、
知
ら
な
い
間
に
映
画
化
の
こ
と
が

新
聞
発
表
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
の
で
あ
る
。

最
初
は
何
か
の
間
違
い
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
り
、
た

ま
た
ま
、
そ
の
時
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
ラ
ジ
オ
番
組
で
、
同
じ
作

品
が
ド
ラ
マ
化
さ
れ
、
電
波
に
な
っ
て
い
た
頃
と
重
な
っ

て
い
た
の
で
、
そ
れ
と
誰
れ
か
が
間
違
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
拙
著
の
「
海

軍
め
し
た
き
物
語
」
も
、
何
度
か
映
画
化
の
話
が
あ
っ

た
。
が
、
嬉
し
が
ら
せ
て
置
い
て
は
た
ち
消
え
に
な
っ
て

ぬ
か

い
た
の
で
、
糠
よ
ろ
こ
び
も
度
び
重
な
る
と
口
に
す
る
の

「
怒
ら
な
あ
か
ん
で
ｌ
」

１
１４６
１

鱗

胆呈当

も
嫌
に
な
る
も
の
で
、

「
誰
が
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
と
る
ん
や
」

「
新
聞
発
表
し
て
い
る
ぜ
」

「
何
に
…
」

と
い
っ
た
具
合
で
、
本
人
の
私
は

「
知
ら
ん
な
あ
…
」

と
狐
に
鼻
を
摘
ま
ま
れ
た
よ
う
な
顔
を
し
て
ポ
ヵ
ン
と
し

て
い
た
の
だ
っ
た
。
著
名
な
作
家
な
ら
、
自
作
が
映
画
化

さ
れ
る
こ
と
な
ど
日
常
茶
飯
事
な
の
だ
ろ
う
が
、
私
ク
ラ

ス
で
は
大
変
な
出
来
事
な
の
で
あ
る
。
例
え
、
そ
れ
が
間

違
い
で
あ
っ
て
も
、
話
が
出
る
だ
け
で
も
悪
い
気
は
し
な

い
。
前
の
映
画
化
の
話
も
、
版
元
の
新
潮
社
に
ま
か
せ
て

あ
っ
た
の
で
、
そ
の
う
ち
編
集
者
か
ら
何
か
報
せ
が
あ
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
意
外
や
、

「
著
者
の
許
可
も
な
く
新
聞
発
表
さ
れ
て
、
あ
な
た
は
黙

れ
ん
さ
い
漫
画
エ
ッ
セ
ィ
ノ
ノ
高
橋
壬
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と
考
え
て
い
た
矢
先
に
、

「
手
違
い
が
あ
り
誠
に
申
し
訳
な
い
。
お
詫
び
方
々
、
近

ｕ
お
願
い
に
あ
が
り
た
い
」

と
テ
レ
ビ
局
か
ら
の
遅
ま
き
な
が
ら
の
電
話
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
約
束
の
日
が
一
週
間
も
過
ぎ
て
も
一
向
に

来
る
気
配
が
な
い
。
そ
の
間
も
周
囲
は
や
か
ま
し
い
。

「
孟
さ
ん
そ
ろ
そ
ろ
怒
ら
ん
と
い
か
ん
で
ｌ
」

「
け
し
か
ら
ん
話
や
で
ｌ
」

と
友
人
の
Ｋ
記
者
、
控
え
目
な
が
ら
放
送
作
家
の
織
田
正

吉
さ
ん
ま
で
が
、

「
孟
さ
ん
チ
ョ
ッ
と
は
怒
ら
な
あ
か
ん
な
ア
…
」

と
、
煮
え
切
ら
な
い
本
人
に
業
を
煮
や
し
て
い
る
。
友
達

と
は
い
い
も
の
で
あ
る
。
チ
ャ
ン
と
怒
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

教
え
て
く
れ
る
。
私
も
日
が
過
ぎ
る
と
急
に
だ
ん
だ
ん
腹

が
立
っ
て
来
て
、

「
何
故
俺
の
顔
を
立
て
に
や
っ
て
来
な
い
ん
だ
ろ
う
、
テ

レ
ビ
局
の
馬
鹿
野
郎
／
」

「
お
ー
い
み
ん
な
、
わ
い
は
怒
っ
た
で
ｌ
」

と
叫
ん
だ
ら
「
原
作
を
無
断
使
用
」
の
新
聞
報
道
と
な
り
、

あ
わ
て
た
テ
レ
ビ
局
と
映
画
会
社
が
わ
が
家
へ
飛
ん
で
来

た
。
も
っ
と
早
く
来
て
い
た
ら
、
大
騒
ぎ
し
な
く
て
す
ん

だ
も
の
を
と
思
っ
た
。

な
か
な
か
怒
れ
な
い
め
し
た
き
兵

１
１４７
１

か
く
し
て
阿
川
弘
之
さ
ん
の
〃
軍
艦
長
門
の
生
涯
″
の

ド
で
高
橋
孟
は
〃
め
し
た
き
作
業
〃
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

っ
て
い
て
い
い
の
で
す
か
」

と
い
う
意
味
の
電
話
、
面
喰
っ
た
の
が
著
者
本
人
、
版
元

も
知
ら
な
か
っ
た
事
に
驚
い
た
の
で
あ
る
。
一
体
話
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
手
違
い
に
し
て
は
事
が
大
袈

裟
に
な
り
過
ぎ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
著
者
た
る
私
本
人
は
怒
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
破
目
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
い
ま
だ
か
っ
て
、
テ
レ
ビ

局
や
映
画
会
社
を
相
手
に
ケ
ン
カ
な
ど
し
た
事
が
な
い
。

例
え
ど
ん
な
相
手
で
あ
ろ
う
と
、
非
は
相
手
に
あ
り
、

「
言
う
べ
き
事
は
言
わ
ね
ば
周
囲
に
面
目
が
あ
い
立
た
ぬ
」
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（
訪
ね
て
み
た
い
作
品
世
界
が
鑑
賞
で
き
る
。

兵
庫
の
手
づ
く

り
）
佐
藤
一
九
八
☆
第
５
回
ジ
ャ
パ
ン
エ
ン
バ
美

（
手
芸
）
伊
藤
親
保
（
美
術
）
永
井
早
苗
（
柳

川
国
男
記
念
館
創
設
）
来
村
春
男
〈
邦
楽
）

奈
佐
節
保
存
公
平
井
誠
治
（
但
馬
の
文
化

財
）
久
合
Ⅲ
涼
（
俳
句
）
広
瀬
武
夫
（
郷
土
文

化
チ
コ
テ
ン
踊
保
存
念
奥
野
戦
（
俳
句
）

家
村
野
藤
吾
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ

贈
呈
式
が
行
な
わ
れ
た
。
今
年

賞
者
が
、
ｎ
月
ｎ
日
発
表
、
岨
日

☆
建
築
の
粋
Ｉ
村
野
藤
吾

イ
メ
ー
ジ
ス
ケ
ッ
チ
展

今
年
満
虹
歳
を
迎
え
た
建
築

１
月
卵
日
ま
で
県
立
近
代
美
術

は
皿
名
４
団
体
が
受
賞
し
た
。

鍵
ス
ケ
ッ
チ
展
が
、
旭
月
肥
日
Ｉ

蕊
ルデ次罷賞
課モ混爾／

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
Ｉ
ナ
ル

浬井我来さん椿井辰次さん

3 潤驚卿赤ｇ暴毎芭僑璃
保
存
）
塩
谷
宏
た
ジ
ャ
パ
ン
エ
ン
バ
美
術
コ
ン

（
俳
句
）
上
食
満
術
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
決
定

獅
子
舞
保
存
会
、

杉
村
源
治
（
浄
珊
文
化
の
振
興
を
テ
ー
マ
と
し

及
び
入
賞

（
陶
芸
）
西
山
は
を

－
４
簡
刈
討
外
ケ
ッ
チ
パ
ネ
ル
・
樟
型
や
作
品
、

』
聯
鑑
狙
池
誌
睡
地
図
な
ど
の
村
野
藤
吾
独
創
的

今
回
は
坪
型
局
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
を
中
心
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
ス

垂
の
住
宅
地
文

癖
化
形
成
に
関

村
っ
て
誉
』
た
。

淳「鉄のかたち」
１０定作Ｊ
日 ･ 品〔
、１０がノ
小月決＃

岡
崎
博
「
浮
か
ぶ
」
本
郷
重
彩

入
賞
者
、

ク
ー
ル
の
、
鍵

☆
第
拓
回
二
紀
展
に
て

クイーンエリザベスⅡ号

ガＩノ１６まくゼ
フ船ル日たれｊ
イヨウに９るオ
ヨサエは月。－

’
148

鯉 識手な動り生
椛雛新のと

燕鴎
協
力
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

木
逆
勤
で
は
、
古
切
手
（
使
川
済
の

Ｒ
本
・
外
国
ど
ん
な
切
子
で
も
可
）
を

収
災
し
て
い
ま
す
。
こ
の
古
切
手
が
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
を
こ
い
た

奉
仕
作
業
で
、
こ
の
遮
勤
の
運
動
資
金

に
生
ま
れ
か
わ
り
ま
す
。

ま
ず
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

古
切
手
を
、
①
記
念
切
手
や
瞥
通
切
手

と
外
国
切
手
な
ど
に
分
瀬
。
②
切
子
を

水
に
つ
け
台
紙
を
は
が
し
、
き
れ
い
に

の
ば
し
て
か
わ
か
す
。
、
こ
れ
を
、
同

》
シ
リ
ー
ズ
毎
に
分
割
。
④
古
切
手
セ

ッ
ト
の
台
紙
に
つ
め
て
い
く
。

こ
う
し
た
大
変
な
作
業
で
、
古
切
手

セ
ッ
ト
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

こ
の
古
切
手
セ
ッ
ト
を
幼
稚
捌
の
バ

ザ
ー
や
掘
祉
の
店
や
神
戸
市
立
王
子
動

物
団
・
神
戸
市
立
水
族
館
の
売
店
な
ど

で
、
而
倒
の
約
半
額
く
ら
い
ぞ
販
売
い

た
し
ま
す
。
こ
う
し
て
、
捨
て
ら
れ
て

し
ま
う
古
切
手
が
、
あ
な
た
を
始
め
多

く
の
人
の
愛
の
Ｔ
で
、
折
し
い
い
の
ち

が
与
え
ら
れ
、
社
会
禰
祉
連
動
の
逆
勤

資
金
に
生
ま
れ
か
わ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
あ
な
た
の
周
り
に
あ

る
古
切
手
に
ハ
サ
ミ
を
い
れ
る
行
為
を

通
じ
て
、
み
な
さ
ん
の
心
を
無
め
る
福

祉
の
こ
の
迎
勤
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

左
記
の
本
運
動
ま
で
郵
送
か
ご
持
参

ま
ず
、
み
な

古
切
手
を
、
①

と
外
国
切
手
な

水
に
つ
け
台
紙

の
ば
し
て
か
わ

・
シ
リ
ー
ズ
毎

プ
ト
の
台
紙
に

こ
う
し
た
大

セ
ッ
ト
が
で
き

こ
の
古
切
手

ザ
ー
や
掘
祉
の

物
圃
・
神
戸
市

で
、
而
倒
の
約

た
し
ま
す
。
と

し
ま
う
古
切
手

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

記
念
切
手
や
瞥
通
切
手

ど
に
分
瀬
。
②
切
手
を

に
分
割
。
④
古
切
手
七

つ
め
て
い
く
。

変
な
作
業
で
、
古
切
手

あ
が
り
ま
す
。

セ
ッ
ト
を
幼
稚
捌
の
（

店
や
神
戸
市
立
王
子
動

立
水
族
館
の
売
店
な
ど

半
額
く
ら
い
冒
販
売
い

う
し
て
、
舎
て
ら
凡
て

く
だ
さ
い
。
運
動
参
加
カ
ー
ド
な
ど
を

送
り
ま
す
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

師
神
戸
市
中
央
侭
御
幸
通
八
・
一
‐
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

衝
二
五
一
’
八
一
六
一
内
線
三
一
六
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庚
重
聡
署

作
が
出
品
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら

９
人
が
新
入
選
、
４
人
が
栄
え

あ
る
賞
を
受
賞
し
た
。
加
月
即

日
（
水
）
、
神
戸
二
紀
主
催
の

「
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
」
が
神
戸
ワ

シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
２
Ｆ
ホ
ー
ル

で
催
さ
れ
、
赤
根
和
生
、
佐
藤

廉
、
森
本
泰
好
さ
ん
を
は
じ
め

と
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
顔
ぶ
れ
の

来
賓
と
と
も
に
新
入
選
受
賞
者

を
祝
っ
た
。

会
員
覚
／
知
念
正
文
、
同
人
推
挙
／
八
木

莱
荊
子
、
四
宮
奈
美
枝
、
奨
励
賞
／
流
木

間
造
、
新
入
通
／
藤
原
談
、
水
上
澄
、
拓

植
稔
子
、
山
中
郁
、
中
山
彰
、
小
田
恭
子

鈴
木
民
子
、
藤
本
由
佳
利
、
田
中
忠
男

☆
日
常
と
夢
の
間
を
描
く

服
部
清
美
作
品
展

三
浦
レ
オ
ニ
ー
さ
ん
の
高
弟

で
刺
繍
作
家
の
服
部
清
美
さ
ん

（
松
蔭
女
子
学
院
短
大
講
師
、

服
部
正
夫
人
）
が
、
、
月
ｎ
日

ｌ
Ⅳ
日
に
、
兵
庫
県
民
会
館
１

階
の
特
別
展
示
室
で
油
絵
の
初

個
展
を
開
い
た
。

「
刺
繍
で
表
現
で
き
な
い
心
情

Ｊ
」
鰯
蝿

録
鍬
鑑
》

艶やかに舞う夕癖太夫

喜びの新入選者、受賞者と
中西勝神戸二紀支部長

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ビ
ー
ル
祭
り
。

そ
の
ル
ー
ツ
は
畑
世
紀
初
頭
の

バ
イ
エ
ル
ン
王
子
の
婚
約
の
祝

典
と
い
わ
れ
る
。
神
戸
ド
イ
ツ

学
園
で
は
稲
年
か
ら
主
に
神
戸

在
住
の
ド
イ
ツ
人
に
よ
り
始
め

ら
れ
、
年
中
行
事
の
一
つ
に
な

っ
た
。
学
校
の
ス
タ
ッ
フ
、
父

兄
ら
が
８
月
頃
か
ら
案
を
練
り

を
、
私
の
身
辺
に
あ
る
瑚
排
袋

や
、
人
形
、
花
、
緑
、
椅
子
な

ど
を
構
築
し
て
描
い
て
来
た
作

品
を
並
べ
ま
し
た
」

師
匠
の
貝
原
六
一
さ
ん
は
「

彼
女
の
心
象
的
な
構
成
は
、
人

生
の
重
み
を
切
り
抜
け
て
来
た

心
の
投
影
だ
ろ
う
」
と
言
葉
を

よ
せ
て
い
る
が
「
ア
ガ
サ
の
休

日
」
を
初
め
と
す
る
作
品
群
に

は
、
日
常
性
の
中
の
女
の
夢
と

不
安
感
が
交
錯
し
た
世
界
が
あ

り
、
奇
妙
な
魅
力
を
た
た
え
て

い
た
。

☆
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ビ
ー
ル
祭
り

神
戸
で
に
ぎ
や
か
に

オ
ク
ト
ー
バ
ー
・
フ
ェ
ス
ト

（
加
月
祭
）
は
世
界
に
名
高
い

可

鍵、

こ
ど
も
達
の
ま
つ
さ
ら
な
感
覚
は
大

人
を
は
っ
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
／

お
化
粧
し
な
い
時
の
お
母
さ
ん
の
匂
い

は
〃
お
け
し
よ
う
の
に
お
い
よ
り
、
あ

ま
く
て
す
こ
し
だ
け
、
し
げ
っ
た
草
の

に
お
い
〃
／
わ
た
し
は
い
っ
た
い
な

に
で
で
き
て
る
の
？
ド
ー
ナ
ツ
そ
れ

と
も
み
か
ん
／
な
ど
の
詩
と
、
こ
ど
も

連
に
よ
る
さ
し
絵
、
伊
川
寛
画
伯
や
中

村
隆
さ
ん
な
ど
の
ス
ケ
ッ
チ
で
、
澄
明

無
垢
な
優
し
い
一
つ
の
世
界
が
あ
る
。

（
現
代
創
造
社
刊
１
５
０
０
円
）

ｙｆ
鋪騨識鍾騒

この日消費されたビールは何杯？

準
備
を
し
、
当
日
は
正
午
か
ら

夜
９
時
ま
で
、
京
阪
神
在
住
の

ド
イ
ツ
人
や
各
国
籍
の
人
が
集

ま
り
、
ビ
ー
ル
片
手
に
議
論
す

る
な
ど
楽
し
い
時
を
過
ご
し
た

口
神
戸
ド
イ
ツ
学
園
／
神
戸
市
涯
区
曽
和

町
１
１
３
１
配
（
８
５
１
）
６
４
１
４

☆
〃
夕
霧
太
夫
″
こ
と
．
中
村
芳

子
後
援
会
が
結
成
パ
ー
テ
ィ

人
間
国
宝
中
村
雁
治
郎
の
一

門
で
、
先
年
夕
霧
太
夫
の
名
跡

を
襲
名
し
た
中
村
芳
子
さ
ん
の

後
援
会
が
発
足
。
灘
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
・
ア
ル
フ
ァ
ー
会
が

，
中
心
と
な
っ
て
、
、
月
９
日
風

月
堂
ホ
ー
ル
で
後
援
会
結
成
記

念
祝
賀
会
が
催
さ
れ
た
。

藤
本
和
夫
会
長
は
「
中
村
さ

ん
の
芸
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
教

養
、
人
生
観
に
感
服
。
よ
り
多

く
の
人
に
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
挨
拶
。
山
水
流
家
元

山
水
隆
丞
氏
ら
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
に
続
き
、
東
京
か
ら
駆
け

つ
け
た
中
村
さ
ん
が
「
松
の
緑
」

を
艶
や
か
に
舞
っ
た
。

口
後
援
会
事
務
所
／
〒
硬
神
戸
市
兵
庫

区
水
木
通
１
丁
目
５
の
加
言
５
７
５
１

４
９
０
４
（
吉
田
建
設
株
式
会
社
内
）

蕊
ガ
イ
ド

Ｉ

こ
の
本
の
題
名
と
な
っ
た
傑
作
ほ
か

２
編
を
収
録
し
た
中
編
小
説
柴
。
オ
ン

ポ
ロ
目
経
車
を
こ
い
で
、
生
活
保
謹
世

帯
の
調
査
に
東
奔
西
走
す
る
福
祉
担
当

員
の
悲
哀
。
行
政
サ
イ
ド
の
タ
テ
マ
エ

と
ホ
ン
ネ
、
実
態
の
は
ざ
ま
に
揺
れ
る

男
ど
こ
ろ
を
屈
託
な
い
ユ
ー
モ
ア
と
ア

イ
ロ
ニ
ー
で
つ
づ
る
異
彩
を
放
つ
作
品

で
あ
る
。 鍵

踏
ん
だ
ペ
ダ
ル
が
五
万
回

児
童
詩
集

お
も
か
じ
い
つ
ぱ
あ
い

図
書伊

勢
田
史
郎
各
務
理
和
編

（
芸
立
出
版
刊
１
３
０
０
円
）

’
4９
１
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☆
Ｋ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
を
円
満
退
社
し
た
中

田
幸
子
さ
ん
が
フ
リ
ー
な
立
場
で
グ
ロ

ー
バ
ル
に
と
独
立
。
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
オ

フ
ィ
ス
Ｋ
Ｋ
ア
ダ
マ
ン
ト
（
〒
即
大
阪

市
東
区
北
浜
４
丁
目
蝿
番
地
淀
屋
橘
ホ

ワ
イ
ト
ピ
ル
如
号
衝
妬
励
）
０
５
６

☆
パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
藤
井
博
三
さ
ん
が

『

内
４
Ｆ
／
草
土
舎

訓
義
会
場
六
甲
道
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

般
の
識
義
、
曲
目
内
容
、
能
楽
鑑
此
の

手
引
き
、
謡
曲
合
同
稽
古
な
ど
。
受
講

千
円
入
会
申
込
灘
区
永
手
町
５
１
８
１

☆
文
化
の
日
に
、
小
林
桂
助
氏
（
小
林

桂
Ｋ
Ｋ
会
長
／
県
野
鳥
の
会
々
長
）

が
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
、
谷
桓
繁
光

氏
、
西
村
泰
治
氏
が
黄
授
褒
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

★
久
田
徹
二
能
の
架
い
が
発
足
。
能
全

雲
井
ビ
ル
訓
号
宮
伽
（
加
）
４
８
０
５

司
さ
ん
が
事
務
所
を
移
転
。
新
事
務
所

☆
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
清
村
仁

開
設
。
西
宮
市
甲
子
園
ロ
１
丁
目
２
ノ

六
○
ｍ
ｍ
℃
○
の
「

取
締
役
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
／
小
島
登

150

☆
皿
月
幻
日
青
玄
錦
周
年
記
念
全
国
大

会
（
主
幹
／
伊
丹
三
樹
彦
／
平
松
治
子

大
会
委
員
長
）
が
、
西
宮
市
民
会
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。
お
問
合
せ
／
０
７
９

８
（
師
）
３
９
１
４

★
Ｋ
・
Ｆ
・
Ａ
（
川
上
勉
理
事
長
）
が

創
立
、
周
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
パ
ー

テ
ィ
が
ｎ
月
狸
日
午
後
５
時
１
７
時

迄
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
借
楽
の

間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

８
平
等
正
方
衝
（
伽
）
勉
１
３
０
８
８

チ
ケ
ッ
ト
（
１
回
）
千
円
（
６
回
）
５

は
〒
町
中
央
区
雲
井
通
２
丁
目
１
ノ
５

陽
子
、
監
査
役
渡
辺
武
さ
ん
。

加
月
１
円
よ
り
事
務
所
を
甲
子
園
ロ
に

ｕ
画
０
７
９
８
（
師
）
７
２
１
，

１
１
２
を
設
立
し
て
取
締
役
社
長
に
。

灘
瀞
灘
蕊
蕊

オ
ー
プ
ン
。
幕
し
を
彩
る
手
づ
亜
乃
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。
兵
輝
枢
福
原
町
の
舞
踊
喫
茶

が
如
月
豹

熱唱するター坊

う
が
、
春
は
そ
ん
な
に
遠
く
は
会
場
に
は
船
村
さ
ん
の
ほ
か

な
い
よ
（
「
深
酒
お
よ
し
‐
」
）
タ
石
中
仁
人
、
野
崎
真
一
、
三
山

－
坊
の
〃
ド
演
歌
″
が
夜
の
繁
敏
、
山
路
進
一
な
ど
テ
ー
プ
収

華
街
に
響
い
た
。
神
戸
の
名
物
癖
鋤
唾
癖
噸
諦
趣
非
抽
襟
姥
毎

識
岬
榊
、
一
諦
炉
や
評
御
蛾
捧
畦
搾
評
眠
瞬
躍
鍛
率
出
蹄
瀞
燐
酸

か
ず
や

和
耶
）
が
吹
き
込
ん
だ
カ
セ
ッ
駆
け
つ
け
「
本
当
の
唄
は
タ
ー

ト
テ
ー
プ
「
神
戸
の
タ
ー
坊
の
坊
ぐ
ら
い
苦
労
し
た
男
や
な
い

唄
」
（
ワ
ー
ナ
ー
パ
イ
オ
ニ
ア
）
と
唄
え
へ
ん
」
と
激
励
し
た
。

財
団
が
設
定
し
て
い
る
文
化
は
小
さ
く
て
も
相
当
な
発
言
一

賞
で
あ
る
だ
け
に
嬉
び
は
一
や
発
信
が
で
き
る
も
の
で
あ
一

段
と
大
き
い
。
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
は
一

私
た
ち
が
月
刊
神
戸
っ
子
い
つ
か
碓
信
に
変
っ
た
。

を
初
め
る
数
年
前
、
一
世
を
そ
ん
な
思
い
が
月
刊
神
戸
一

風
扉
し
た
「
洋
酒
天
国
」
が
っ
子
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
一

サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
出
版
さ
れ
て
い
た
。
酒
落
た
る
。
だ
か
ら
、
あ
の
一
・
洋
酒

を
受
賞
し
て
現
代
の
エ
ス
プ
リ
を
凝
結
さ
天
国
」
と
連
帯
し
て
い
る
と

い
き

去
る
、
月
躯
日
（
金
）
ホ
せ
た
粋
な
編
集
で
、
新
し
い
私
は
思
い
込
ん
で
い
る
。

テ
ル
日
航
大
阪
で
「
サ
ン
ト
雛
が
出
る
度
に
固
唾
を
の
む
だ
か
ら
「
サ
ン
ト
リ
ー
地

リ
ー
地
域
文
化
賞
」
の
表
彰
思
い
で
頁
を
め
く
っ
た
も
の
域
文
化
賞
」
を
授
け
ら
れ
た

一
を
受
け
た
。
全
日
本
各
地
城
で
あ
る
。
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
連
帯

｝
で
文
化
活
動
が
活
発
に
行
わ
勿
論
、
サ
ン
ト
リ
，
‐
を
飲
が
深
ま
っ
た
と
い
う
婚
し
さ

一
れ
て
い
る
な
か
で
「
優
秀
賞
」
み
つ
つ
牒
臓
と
し
な
が
ら
読
が
溢
れ
て
く
る
。

一
を
い
た
だ
い
た
。
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
〃
乾
杯
″
〃
ス
コ
ー
ル
〃

一
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
。
そ
の
中
で
深
く
心
に
沈
潜
八
小
泉
康
夫
Ｖ

一
と
く
に
サ
ン
ト
リ
ー
の
文
化
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。
冊
子
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六
○
ｍ
ｍ
で
○
の
「

★
文
化
の
口
に
、
小
林
桂
助
氏
（
小
林

極
Ｋ
Ｋ
会
長
／
県
野
鳥
の
会
々
長
）

が
勲
五
等
双
光
旭
Ⅱ
章
を
、
谷
桓
繁
光

氏
、
西
村
泰
治
氏
が
黄
授
褒
荒
を
受
逓

さ
れ
ま
し
た
。

★
Ｋ
・
Ｆ
・
Ａ
（
川
上
勉
理
姻
長
）
が

創
立
、
周
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
パ
・
‘

テ
ィ
が
、
月
哩
日
午
後
５
時
１
７
時

迄
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
借
楽
の

間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

★
ｎ
月
幻
日
背
玄
銅
周
年
記
念
全
掴
大

会
（
主
幹
／
伊
丹
三
樹
彦
／
平
松
治
子

大
会
委
員
長
）
が
、
西
宮
市
民
会
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。
お
問
合
せ
／
０
７
９

８
（
師
）
３
９
１
４

★
Ｋ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
を
円
潤
退
社
し
た
中

田
幸
子
さ
ん
が
フ
リ
ー
な
立
場
で
グ
ロ

．
・
パ
ル
に
と
独
立
。
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
オ

フ
ィ
ス
Ｋ
Ｋ
ア
ダ
マ
ン
ト
．
（
〒
釦
大
阪

市
束
区
北
浜
４
丁
側
皿
訴
地
淀
展
橋
ホ

ワ
イ
ト
ピ
ル
叩
号
湧
脆
（
油
）
０
５
６

１
１
２
を
設
立
し
て
取
締
役
社
長
に
。

取
締
役
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
／
小
島
登

陽
子
、
監
査
役
渡
辺
武
さ
ん
。

☆
パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
麗
井
仰
三
さ
ん
が

、
月
１
Ｒ
よ
り
覗
務
所
を
叩
子
凹
口
に

側
設
。
西
宮
市
甲
子
園
、
１
丁
目
２
ノ

皿
湾
０
７
９
８
（
師
）
７
２
１
９

★
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
清
村
仁

司
さ
ん
が
郵
務
所
を
移
転
。
新
事
務
所

は
〒
厩
中
央
区
雲
井
通
２
丁
目
１
ノ
５

雲
井
ピ
ル
叩
号
宮
噸
（
型
４
８
０
５

★
久
田
徹
二
熊
の
架
い
が
発
足
。
能
全

般
の
講
義
、
曲
目
内
容
、
能
楽
鑑
批
の

手
引
き
、
罰
曲
合
同
稽
古
な
ど
。
受
講

チ
ケ
ッ
ト
（
１
回
）
千
円
（
６
回
）
５

千
円
入
会
申
込
滋
区
永
手
町
５
‐
‐
８
１

８
平
等
正
方
衝
耐
）
漣
１
３
０
８
８

訓
蕊
会
塔
六
甲
道
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

内
４
Ｆ
／
草
土
舎
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